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要 旨
本稿は，逆接を表す ‘ところで’ の意味について考察をし，‘ところで’ は話者が因果関係と
比較した結果，‘ところで’ に先行する事態が最終段階にまで発展しても必ずしも予測された関
係になるわけではないことを表すことを述べた．
その ‘ところで’ の意味については，‘ところで’ の従属節中の表現に注目し，‘ても’ と比
較することによって検証した．その結果，‘ても’ には ‘も’ の ‘並列・累加’ が，‘ところ





















はないのであろうか．また ‘ても’ とはどう違うのであろうか．そこで本稿では ‘ところ’ の意
味を手がかりとして，‘ても’ と比較しながら ‘ところで’ の意味記述をする．そしてこれまでに
記述されてきた構文的特徴との関連についても考察することにする．
このような表現に対して，‘逆接’ あるいは ‘譲歩’ という呼び方がされるが，それは研究の立
場によるものなので，始めに用語の確認をしておく．
‘譲歩文’ ‘逆接’ を，‘理由文’ ‘条件文’ と関連づけ，複文の中で体系化する分析には二つの
流れがある．一つには，論理学をもとにして条件文を中心に分析したもので，坂原 (1985)，小
泉 (1987)，前田 (1991) などがある．小泉 (1987)，前田 (1991) は，‘条件文’ ‘理由文’ など
をまとめて ‘論理文’ と呼んでいる．また，小泉 (1987) では，‘譲歩’ という用語を用いてい










(寺村 (1978)，宮崎 (1984)，前田 (1994)，西原 (1985))を整理する．
まず，構文的特徴として，主節が否定文でなければ用いられにくいことが，‘ても’ と ‘たっ
て’ との最も重要な相違点として前田 (1994) にあげられている．
( 1 ) ?そんなに一生懸命勉強しなかったところで合格できますよ．
(前田 (1994: 109) 用例の判断も)
前田 (1994: 109) は ‘否定文’ という言い方をしているが，‘反語的疑問文や程度が少ない場
合，あるいは “どうしようもない，無駄だ” 等，否定的(あるいは非肯定的)な意味を持つ場合で
あればよい’ として，次の例をあげている．
( 2 ) しかしそれをしゃべってみたところで，彼になんの役にたとうか．また，何を理解で




( 3 ) たとえ先生がうちのを使えといったところで，子供はよそのをいくらでも買える．
(開高健 “パニック・裸の王様” 下線は引用者)
( 4 ) 私がどんな風に考えたところで，世界はその原則に従って拡大していくのだ．
(村上春樹 “世界の終りとハードボイルド・ワンダーランド” 下線は引用者)




については，宮崎 (1984)1 でも ‘前件の意図が実らない’ という記述をしているが，次のような
例をあげ，後件が必ずしもマイナス，不毛の結果であるとは限らないと付け加えている．
( 6 ) 失敗したところで，ふり出しにもどるだけさ /やり直せばいい．(宮崎 (1984: 39))
この例も主節に否定表現はないが，ではどような表現が主節にくるべきなのだろうか．
この他にも前田 (1994: 108–109) では，‘ても’ と ‘たって’ と比較し，次のような特徴を
挙げている．‘ところで’ は ‘ても’ や ‘たって’ とは異なり，複数句は表せない．
( 7 ) a. ??食べたところで食べなかったところで太らない．
( 8 ) b. *食べたところで食べたところで太らない． (前田 (1994: 108))
また，次の例のように，‘ても’ や ‘たって’ と同様に不定語を含む節でも用いることができる
(前田 (1994: 108))，あるいは，不定語が現れやすい(寺村 (1978: 335))とされている．
( 9 ) 今となってはどんな釈明をしたところで，あのリンチに加わっていたという事実は拭
いきれないだろう． (前田 (1994: 108))




















(11) ‘逆接’: ‘因果関係’ と比較した結果，表そうとする事態がそれとは異なる関係にある
ことを話者が認めた時に用いられる表現2
これは ‘ところで’ に限らず，‘ても’ 等他の逆接の表現とも共通すると考える．では，‘ところ
で’ と ‘ても’ とはどう違うのであろうか．そこで本節では ‘ても’ との違いも明示できるよう




(12) トコロ変われば品変わる．/トコロ狭しと動き回る．/トコロかまわず . . .
(籾山 (1992: 189))




(13) a. (今 /これから)出かけるトコロだ．
b. (今 /ちょっと前に)帰ってきたトコロだ．
c. (今)ごはんを食べているトコロだ． (籾山 (1993: 43))
‘ところだ’ という文末の助動詞として用いられるときには，発話時点も考慮しなければならな
い(籾山 (1993: 43))が，‘～るところ’ ‘ているところ’ ‘たところ’ のみが示しているのは，
‘ところ’ に先行する事態全体の ‘開始段階’ ‘進行段階’ ‘終了段階’ であると考えられる．‘て
——————————————————
2 すでに成立しなかったのか，これから成立しない可能性があるのかといった違いが ‘のに’ と ‘ても’  の
違いを記述する上では重要である．しかし，本稿では，‘ので’ と ‘ても’ の違いを目的としているわけ
ではなく，これを ‘ても’ や ‘ところで’ を含めた ‘逆接’ の表現の定義と考え，これ以上は言及しな
い．
逆接を表す ‘ところで’ の意味記述
いたところで’ はその事態の ‘進行段階’ を，‘たところで’ はその事態の ‘終了段階’ をという
ように，‘ところで’ はその直前の動詞の表す事態の段階を示しているのである．本稿では，接続
助詞化した ‘ところで’ にはこのような ‘ところ’ の意味が関わっていると考える．
3–2. ‘ところで’ の意味
前節までに次のようなことをみてきた．‘ところで’ は ‘逆接’ の表現で，‘逆接’ の表現には，
二つの事態を話者が言語化する際に，‘因果関係’ が前提としてある．‘逆接’ を用いるためには









わっている(言語学研究会・構文論グループ (1986: 52))のである．それ故 ‘ところで’ には
‘不毛の結果’ ‘あきらめ’ ‘否定的心情’ ‘たかを括っている’ (宮崎 (1984: 38))という意味が
でてくる．他の ‘逆接’ を表す表現にも ‘話し手の私情’ とも言うべきものがあるという見方が
されているが，どの表現にも程度の差こそあれ，このような感情が含まれるのであろう．‘のに’
も ‘逆接的事態に対する話し手の違和感，意外感，驚きなどが含まれ得る’ (前田 (1995b: 500))
とされている．以上のようなことから，‘ところで’ の意味を次のように考える．




本節では，はじめに前節で示した ‘ところで’ の意味を検証する．次に，‘ても’ と比較し，同
時にこれまで出されている構文的特徴との関連を考察する．
4–1. 従属節中の表現










‘話さない→耳に入らない’ が ‘因果関係’ であると話し手が考えることであり，それに一致






では ‘否定表現’ のどのような性質が ‘ところで’ の意味と合わないのであろうか．‘否定表
現’ は，‘それに対応する肯定の事態や判断が成り立たないことを意味する’ (益岡・田窪 (1992:
140))とされている．‘成り立つこと’ か ‘成り立たないこと’ かは，二項対立的で，否定表現が
ある時はその事態がまったく成り立たない時である．そのような場合は，開始や終了の段階が想
定しにくいといえる．成り立ちにくさの程度のようなものは考えられるかもしれないが，少しで









































このように，‘ても’ と ‘ところで’ は置き換えてもほぼ内容が変わらない例がある．しかし，
次節以下にあげるように，必ずしも常に置き換えが可能というわけではない．そこで，本節では，
‘ても’ には先行研究で示されているような ‘も’ の ‘並列・累加’ が，‘ところで’ には直前の
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動詞の示す ‘事態の段階’ が反映されており，‘ても’ と ‘ところで’ が置き換え可能なのは，
‘ても’ が ‘ところで’ の直前の動詞が表す一つの事態内での開始・終了といった段階を並列・累
加する場合であることを示す．まずそれに先立って，‘ても’ の意味を先行研究から示しておく．
4–2–1. ‘ても’ の分析
本節では，‘ても’ の意味を先行研究(前田 (1993) (1994))をもとに示す．
‘ても’ 文は，先行研究では，‘条件の否定’ 説，‘条件の取り立て’ 説の二種類に位置づけされ









3を自乗すると 9になる． + − 3を自乗すると 9になる．
↓
3を自乗すると(しても)9になるし，− 3を自乗しても 9になる． (前田 (1994: 107))
そしてなぜ条件の ‘並列・累加’ が ‘逆接’ を表すのかについては，次のように説明している．
‘A すれば B’ では，‘A でなければ B でない’ という誘導推論を引き起こし，‘B になる唯
一の条件が A である’ ことを同時に含意しやすい．‘B になる新たな条件を並列・累加する’  こ
とはこの ‘唯一の条件である’ という含意を否定する事態となる．そのような意味で，条件の並
列・累加は条件の ‘否定’ となる(前田 (1994: 107))．
以上のように，‘ても’ も ‘逆接’ の特徴を表すが，それは ‘も’ の並列・累加が反映されての
ことであることを先行研究から述べた．以下に ‘ところで’ の意味の検証をこのような ‘ても’  と
比較することによってすすめるが，これは同時に，これまで出されていた構文的特徴との関連を
考察することでもあると考える．
4–2–2. 複 数 句
‘ところで’ は ‘ても’ や ‘たって’ とは異なり，複数句は表せないことが構文的特徴としてあ
げられている．肯定句，否定句の反復や同一句の反復は許容度がかなり落ち，‘ても’ や ‘たっ
て’ が持つ複合助動詞的な用法も ‘ところで’ にはない(前田 (1994: 109))とされている．
逆接を表す ‘ところで’ の意味記述
(29) a. ??食べたところで食べなかったところで太らない．
b. *食べたところで食べたところで太らない． (前田 (1994: 108))
これは，‘ところで’ が一つの事態内での比較をしていることに関係する．例では ‘スーパーマー
















前田 (1994: 108–109) では，‘ところで’ を ‘ても’ と ‘たって’ と比較し，‘ところで’ も
‘ても’ や ‘たって’ と同様に不定語を含む節でも用いることができるという特徴を挙げている．
(34) 今となってはどんな釈明をしたところで，あのリンチに加わっていたという事実は拭
いきれないだろう． (前田 (1994: 108))
このことは，従属節中の述語の表す一つの事態の中の段階であると考えられれば，‘ところで’
と ‘ても’ は置き換えられるという理由が考えられる．一つの事態が進展していく程度が ‘いく
ら’ などの不定語から感じられるからである．











(林望 “イギリスはおいしい” 文春文庫，p. 88，下線は引用者)








ん． (“PHP スペシャル” 1999年 9月号，PHP 研究所，p. 126，下線は引用者)
この例では ‘たっぷり’ という副詞から休息の程度がたりないことがわかる．‘ところで’ は一
つの事態の中での段階や程度を表す．‘ところで’ には ‘いくら’ や ‘どれほど’ といった先触れ
のことばが現れることが多い(寺村 (1978: 335))という記述はこのように説明できる．






















また，この例では，‘電球をかえる→状況が変わる’ というのが ‘因果関係’ であるが配線に
故障があるので状況は同じであるというのが ‘因果関係’ とは異なる関係である．




本節では，本章での ‘ところで’ の意味と，‘ところで’ の主節に希望や意志を表す表現が現れ
にくいという先行研究で記述された ‘ところで’ の構文的特徴について考察をする．









矛盾するのである．これに対して，‘ても’ が ‘逆接’ を表すのは，‘A ならば B’ で ‘B にな
る新たな条件を並列・累加する’ ことで ‘唯一の条件である’ という含意を否定し，条件の否定
となるからであるとされている．このことから，(42a) では，‘進学したい’ という結果になる










その ‘ところで’ の意味については，‘ところで’ の従属節中の表現に注目し，‘ても’ と比較
することによって検証した．その結果，‘ても’ には ‘も’ の ‘並列・累加’ が，‘ところで’ に
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“国盗り物語” は CD-ROM 版 “新潮文庫の 100冊” から採集した．
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